















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1990 ・「総論がない日本の社会保障」〔シルバー文化学〕読売新 ・「福祉学の体系化を求めて ・厚生省中央社会福祉審議会委
聞（1990。9。19）． 〈試論〉一福祉臨床学と福祉 員（～2000年12月）
・「老人福祉のハード面充実したが」『読売新聞』（7月4日 経営学の可能性一」日本社会 ・『月刊福祉』編集委員（～1997
朝刊）。 事業大学遍『社会福祉の開発 年3月）
・「深い思いやりが福祉の原点」『読売新聞』（7月11Ei朝刊）． と改革』（日本社会事業大学
・「障害者忘れがちなのが心配」『読売新聞』（7月18日朝刊）． 開学記念論文集），中央法規
・「類人猿より悲惨な人の老い」『読売新聞』（7月25日朝刊）． 出版．
・「酒も過ぎれば“百厄の長”に」『読売新聞』（8月1日朝 ・「福祉臨床学と福祉経営学の
刊）． 可能性」『現代福祉学の構図』
・「益軒が説いた長寿の秘けつ」『読売新聞』（8月8日朝刊）． 申央法規出版。
・「カラフルな服装楽しむ欧米人」『読売新聞』（8月15日朝
刊）．
・「大切な『食べる』楽しみ」『読売新聞』（8月22日朝刊）．
・「住環境は幸廿な老後の条件」『読売新聞』（8月29日朝刊）．
・「21世紀型長寿文化の可能性」『読売新聞』（9月5E潮刊）．
・「明るく楽しく老いに備える」『読売新聞』（9月12日朝刊）．
・「総論がない日本の社会保障」『読売新聞』（9用9日朝刊）．
・「『高齢化』は世界共通の問題」『読売新聞』（9月26Ei朝
刊）．
・「無私の愛情と誠実さ」『回想の福武直』東京大学出版会，
235－236．
・「高齢化社会への福祉戦略」『自治総研ブックレット』地
方自治総合研究所．
・『（仮称）大田区福祉公社検討委員会報告書』第1章，大
田区．
・「地域福祉理論の系譜と構成」『地域福祉活動研究』7，
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1991
1992
1993
兵庫県社会福祉協議会．
・〈B＞『現代福祉学の構図』中央法規出版．
・〈B＞中西洋・京極高宣編著『福祉士の待遇条件』第一
　法規．
・〈B＞（古瀬徹・京極高山監訳）ハリー・スペクト『福祉
　実践の新方向』申央法規出版、
・〈B＞『老いを考える一明日のライフデザイン』申央法規
　出版．
・〈B＞（監修）『介護福祉の基礎知識（上・下）』中央法規
　出版。
・「長寿・福祉社会の実現をめざして」『ファイナンス』
303，　44－45．
・「21世紀の高齢社会をめざす新しい社会システムの展望」
『The　HOme　Care』3月号，14－17。
・「ふるさと紀行」『週刊社会保障』1622，31．
・「大学社会保障教育の現状」『老人保健医療福祉に関する
理論研究事業の調査研究報告書』（財）長寿社会開発セ
ンター．
・「わが国の社会保障研究教育を概観して」長寿社会開発
センター『老人保健福祉に関する理論研究事業の調査研
究報告書』．
・〈B＞（京極高宣・高木邦明監訳）ハリー・スペクト『福
祉実践の新方向』第一法規出版、
・「社会保障概念の見直しの視点と枠組み」『老人医療福祉
に関する理論研究事業の調査研究報告書ll』（長寿社会
開発センター）、
・「授産施設のあり方をめぐって」『AIGO』425，9－12．
・「授産施設の今後のあり方」『社会福祉広報』342，牛5．
・「三か国老人ホーム比較一三三三の視察をふまえて一」
日本社会事業大学遍『老人保健医療福祉の国際比較』，
325－345．
・「福祉人材確保の課題と展望」『地方自治職員研修』25
（6），　り8－20．
・「福祉人材確保関連法改正の歴史的意義」『月刊福祉』75，
24－27．
・「地域福祉と老人保健福祉計画」日本医師会遍『国民医
療年鑑平成4年度版』春秋社，85－94．
・「高齢者住宅の費用効果分析」金森久雄・島田晴雄・伊
部英男編『高齢化社会の経済政策』東京大学出版会，
窪17－137．
・「（研究ノート）社会福祉にとって原論とは何か」『日本
社会事業大学研究紀要』38．
・「ボランティアの意義と歩み」京極三三監修『ボランティ
ア学習展開事例集』一橋出版．
・〈B＞『高齢者ケアを拓く』（申央法規）、
・〈B＞『（新版）日本の福祉士制度一日本ソーシャルワー
カー史序説』中央法規出版．
・〈B＞『ボランティア学習展開事例集』一橋出版．
・〈B＞（監修）『ケアワーク入門一基本・施設ケアー』第
一法規出版
・〈B＞京極高宣編著『福祉マンパワー対策一誰が福祉を
担うのか』第一法規出版．
・「社会保障概念の見直しについて」『季刊社会保障』
1993年夏号，国立社会保障・人口問題研究所．
・中央社会福祉審議会地域福祉専門分科会意見回申「ポ
・「昭和25年及び37年勧告の
歴史的意義と今日的問題」
『老人医療福祉に関する理論
研究事業の調査研究報告書』
（長寿社会開発センター）
・Ei本社会事業大学社会福祉学
部長（～1995年3月）
・学校法人日本社会事業大学常
務理事（現在に至る）
・Ei本社会事業学校連盟副会長
（～1995年3月）
・厚生省地方痴呆保健福祉計画
ガイドライン部会長（～1993
年3月）
・国土審議臨時委員（～1994
年3月）
・痴呆老人保健福祉計画作業班
会長（～1993年3月）
・厚生省年金審議会委員（～
1996年3月）
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1994
1995
ランティア活動の中長期的な振興策について」．
・「社会保障体系の再構築を目指して」『（長寿社会総合講
座2）長寿社会の社会保障』第一法規出版．
・「高齢社会における社会福祉士の役割」『第4回慈慶セミ
ナー・社会福祉士受験対策講座公開講演会』，4d7．
・「社会保障の概念と範囲」『老人保健医療福祉に関する理
論研究事業の調査研究報告書川』長寿社会開発センター．
・「社会保障と福祉コミュニティ」『高齢化社会と社会福祉』
中央法規出版．
・「なぜ今，長寿社会を総合的に探究しなければならない
か」『リージョンビュー』AUTUMN，7．
・〈B＞『高齢者ケアを拓く』中央法規出版．
・「介護i福祉学の構築は時代の要講」一番ヶ瀬康子監『介
護福祉学とは何か』ミネルヴァ書房．
・「『福祉川柳事件』に思う」『月刊福祉』9月号，74－75．
全国社会福祉協議会．
・〈B＞（監修）『高齢者のための地域ケア』申渡法規出版．
・〈B＞（監修）『現代福祉学レキシコン』雄山閣、
・〈B＞（編著）『老人保健福祉計画』東京法規出版．
・〈B＞（三友・京極編著）『高齢者のケアシステム』中央
法規出版．
・〈B＞『現代福祉学の構図』中央法規出版．
・〈B＞（堀勝洋・京極高聴編著）『長寿社会の社会保障』
第一法規出版．
・「新しい介護サービスのあり方をめぐる問題構造」『日本
社会事業大学研究紀要』40，135－151．
・「総合的子育てセンター構想」『保育年鑑』、
・「措置制度の改変と今後の公的社会福祉」『月刊福祉』77
（5），鉄道弘済会．
・「保育所財政の措置制度のあり方について」『都市間題』
85（6）．
・「4年制保母のあり方」『平成5年度日本社会事業大学
福祉行政研究会報告』日本社会事業大学．
・「『契約保蕎』生かす方法」『読売新聞』（1月26ED、
・「医療と福祉のネットワーク」『看護実践の科学』，90－96．
・「老人介護の国際比較について（上・下）」『生命保険協
会会報』1・2，生命保険協会．
・「熱さ心と冷静な頭脳」『激動に生きて』（隅谷三喜男先
生喜寿記念論文集編集委員会）聖山社，220－221．
・「高齢者介護i問題の現状と新介護システムの基本的考え
方」『社会福祉研究』63．
・「高い理念の下での新制度を」『月刊施設福祉士』1，劉0．
・「〈私見・直言〉日本の風土にあった介護システムを」
『毎日新聞』11月15日．
・「福祉界の指導者たる人材養成に向けて」『現役合格マガ
ジンストレーツ』56，24．
・「21世紀社会と社会保障」『国民年金広報』437，4－6．
・「アダム・スミス」『福祉の経済思想』ミネルヴァ書房．
・「忘我の愛」『社会福祉教育と平田冨太郎先生』日本社会
事業大学，65－73．
・「死者は死なない」『日本経済新聞』（1995。7．14）．
・「高齢者福祉への取り組み、あなたのまちは」『生活の設
言十』　176，　4－9．
・「震災対策は日本社会の鍵」『法令ニュース』30（568），
13。
・「社会福祉をいかに学ぶか」『たけおか』日本社会事業大
・Ei本社会事業大学大学院社会
福祉学研究科（博士課程兼担）
教授（～2005年3月）
・板橋区福祉懇談会会長（～
1995年3月）
・社会福祉・医療事業団長寿社
会福祉基金委員会委員（～
1996年3月）
・日本社会事業大学学長（～
2005年3月）
・老人保健福祉審議会基盤整備
部会長（～1995年12月）
・日本社会福祉学会理事（～
2001年10月）
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1996
1997
学（10月1日号）．
・「福祉専門職の人材養成」『月刊総合ケア』インタビュー
　〈この人に聞く＞4月号．
・「成熟する地域社会とボランティア」『月刊自治フォーラ
ム』430，2－8．
・「保育所の今後一保育改革議論一」新世紀研究所遍『望
ましい保育システムへの提言』法研．
・〈B＞『改訂社会福祉学とは何か一新・社会福祉原論』
全国社会福祉協議会．
・〈B＞『福祉の経済思想一厳しさと優しさの接点』ミネル
ヴァ書房．
・〈B＞（監訳）スティーブン・」・アンダーソン『日本の
政治と福祉一社会保障の形成過程一』中央法規出版．
・「平成8年の社会保障，社会福祉を展望して」『生活と福
祉』1月号．
・「介護マンパワーの養成確保の今日的意義」（財）長寿社
会開発センター『高齢化社会における社会保障周辺施策
に関する理論研究の調査研究報告書川』
・「保健と福祉の真の連携を」『エデュ・ケア21』，13．
・「人間を理解する視点や研究者としてのスタンスを学ぶ」
『ばんぷう』11月号，125、
・「社会福祉マンパワー需要の将来推計」日本社会事業大
学遍『社会福祉の現代的展開』春草書房．
・「古島敏雄先生ご夫婦を偲ぶ」古島敏雄・百合子夫婦追
悼文集刊行会『わたしたちに刻まれた歴史一追想の古島
敏雄・百合子先生』，185－186．
・「知的障害者の福祉から学んで」『嬉泉の新聞』34，1、
・「安らぐ」『みんえいニュース　夏号』7，1、
・「わが国社会福祉研究の理論的課題」『社会事業研究所年
報』32．
・〈B＞『介護革命一老後を待ち遠しくする公的介護保険シ
ステムー』ベネッセコーポレーション．
・〈B＞（監修）『ボランティア新世紀』第一法規出版．
・「介護i保険は社会保障の質を引さ上げる」『年金時代』10，
18－19．
・「福祉経営学会の創設を」『経営協』，2－3．
・「地方分権と民間社会福祉施設」『保育界』，10判1．
・「インタビュー　京極高宣学長に聞く」日本社会事業大
学遍『社会福祉システムの展望』．
・「高齢社会の進展と教育の在り方」『産業教育』563，44．
・「〔研究ノート〕社会サービスのキーコンセプト忘社会保障’
について」『日本社会事業大学研究紀要』44，227－233．
・「自立支援を基本とした理念の体系化と再構成」『社会福
祉のみかた』AERA　MOOK　21，朝日新聞社，11－12．
・「21世紀社会福祉の課題と日本の貢献」日本社会事業大
学『21世紀の社会福祉・高齢者ケアーその課題と基本
的方向（高齢者ケア国際シンポジウム事業報告書）』．
・「ゆとり「『はあ一とふる・わ～く』（「やさしい手」だよ
り8），1．
・「モロッコのフェズ」『週刊社会保障』1958，31．
・「社会福祉学の展望」『社会福祉システムの展望』申央法
規出版。
・「“社会福祉士及び介護i福祉士法”10年の成果と課題」
『月刊福祉』3月号，44－45．
・「福祉専門職制度10年の評価と課題一ソーシャルワーカー
資格を申心に一」『社会福祉研究』69，鉄道弘済会、
・国際社会福祉協議会日本国委
員会理事（現在に至る）
・厚生省医療保険福祉審議会委
員（～2001年1月）
・Ei本赤十字義援金懇談会座長
（～1996年9月）
・板橋区保健福祉問題懇談会会
長（～1999年3月）
・生活協同組合コープとうさよ
う理事（現在に至る）
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1998
1999
・「福祉計画を一層推進」『週刊社会保障』1920，51．
・〈B＞『介護保険の戦略一21世紀型社会保障のあり方一』
中央法規出版．
・〈B＞（共著）『戦後50年の社会福祉を考える』中央法規
出版。
・「介護保険の背景と論点」『生活協同組合研究267』4昏
鱗．
・「介護保険施行を前に思うこと」『季刊年金と雇用』17
（2），3、
・「社会保障の理論的諸問題一社会保障の質について」『週
間社会保障』1994，法研．
・「社会福祉の動向と施設経営のあり方」『競争の時代の経
営戦略』埼玉県社会福祉協議会，7－52．
・「新春論文」『福祉新聞』（1998．t14．）．
・「社会福祉士創設の教訓」『少子高齢社会に挑む』中央法
規出版．
・「社会保障体系に関する基礎的論点」『週刊社会保障』
1978．
・「社会保障の給付形態一現物給付と現金給付の区別一」
『週刊社会保障』1986．
・「社会保障の理論的諸問題一社会保障の質について一」
『週刊社会保障』1994．
・「還元利用で福祉の充実を」『年金と住宅』5月，1牛17．
・「福祉の立場から介護保険導入の意義について考える」
『月刊福祉』3月号．
・「社会福祉学（定義）」『現代福祉学レキシコン〈第2版〉』
雄山閣出版，96－97．
・「社大の大要としての田邊敦子先生の志を忘れずに」
『The　MemOry　Of　ProfessOr　Tanabe』，船2、
・「省庁再編における新省庁名に異議あり」『日本社会事業
大学研究紀要』45，199－201．
・「のぞみ」『みんえいニュース』，3。
・「資格制度化と社会福祉教育」一番ヶ瀬康子他遍『戦後
社会福祉教育の50年』ミネルヴァ書房．
・〈B＞『新版・日本福祉制度』中央法規出版．
・〈B＞『少子高齢社会に挑む』中央法規出版
・〈B＞（編集）『介護保険法の実務』新日本法規出版．
・〈B＞『社会福祉の動向と施設運営のあり方』埼玉県社協．
・「要介護認定が地域保健，地域医療，地域福祉に与える
波及効果」『地域ケアリング』9月臨時増刊号．
・「これからの健康・福祉サービス」『ESP』328，38－39．
・経済企画庁物価局『高齢社会を支える健康・福祉サービ
ス等に関する研究会報告書⊥
・「『21世紀福祉ビジョン』は，　“省是聾」『週刊福祉新
聞』1899．
・「慈のまち清瀬」『市報さよせ』．
・「社会福祉の動向と課題」『社会事業研究』日本社会事業
大学社会事業研究所．
・「介護保険制度創設とビジネスチャンス」『生命保険協会』
255，　20－33．
・「あと一年でスタートする介護保険」『国民生活』29（6），
3
。
・「介護保険導入に向けて」大阪府社会福祉協議会『社会
福祉構造改革トップセミナー報告書』，63－81．
・「自自公三党合意の三つの側面」いっと編集室『上手に
老いるための本　いっと48』，4－5、
・「福祉経営の視点」一番ヶ瀬
康子他遍『戦後社会福祉の総
括と21世紀への展望一総
括と展望』ドメス出版．
・厚生省生協のあり方検討委員
（～2000年1月）
・厚生省身体障害者福祉審議会
委員（～2000年3月）
・厚生省厚生科学研究費補助金
に係る研究企画評価委員
（～2001年3月）
・厚生省感覚器障害研究事前事
後評価委員会委員（現在に至
る）
・厚生省長寿科学総合研究事業
事前事後評価委員会委員（現
在に至る）
・講演「福祉改革と糸賀一雄」
（第37回全国知的障害関係施
設職員研究大会．1999．9．8）
・財団法人日本障強者リハビリ
テーション協会理事（現在に
至る）
・財団法人長寿社会開発センター
助成事業委員会委員（～2001
年3月）
・財団法人テクノコ［イド協会理
事（現在に至る）
・財団法人糸賀一雄記念財団選
考委員（現在に至る）
・厚生省医療保険福祉審議会委
員（～2001年10月）
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2000
2001
・「保健・医療・福祉の連携を促し社会保障の『質』を向
上させる」『ばんぷう』1月号．
・「社会保障改革をめぐる基本問題（その4）一税方式か社
会保険方式か一」『週刊社会保障』2077．
・「社会保障改革をめぐる基本問題（その5）一政治的ア
プローチの必要性一」『週刊社会保障』2085．
・「介護i保険と福祉用異」『地域ケアリング』3月臨時増刊
号．
・「とうなる福祉目的税」『経営協』7月号．
・「人権について一その本質」『福祉みえ』117．
・「障害者と人権」『福祉みえ』119・120合爵号．
・「（参考）社会福祉学（小定義）」『社会福祉学小辞典〈第
2版〉』ミネルヴァ書房，71．
・「永年勤続表彰を受けて」社会福祉法人浴風会『機関誌
浴風会』12月号，1．
・〈B＞『社会福祉をいかに学ぶか』川島書店．
・「高齢社会と社会保障」『週刊社会保障』2147，14脳49．
・「大局見据え社会保障改革」『読売新聞』（12月26ED．
・「社会保障研究の領域区分」『週刊社会保障』2137，50－51．
・「社会保障教育の在り方について」『週刊社会保障』2146，
52－53．
・「社会保障に関する審議会の在り方」『週刊社会保障』
2156，　46－47．
・「心身障害者扶養保険の是非」『週刊社会保障』2165，46－
47。
・「障害者の所得保障（その4）」『ノーマライゼーション
　一障害者の福祉』9月号，日本障害者リハビリテーショ
ン協会。
・「保健・医療・福祉が連携しよりよい制度をめざす」『月
刊介護；保険』6（60），4－5．
・「福祉用具の規制緩和の方向性」『地域ケアリング』3（8），
2129．
・「高齢者と人権」『福祉みえ』121．
・「女性と人権」『福祉みえ』122．
・「新たな学際的領域への挑戦」『医療福祉学がわかる』
AERA　MOOK　69，朝日新聞社，43．
・「社会政策の復権に期待する」厚生労働省労働基準局遍
『労働基準』，1．
・「福祉が世の光となる21世紀に」社会福祉・医療事業団
『WAM』，1、
・「社会保障改革と将来の子育て支援」『保育年鑑』全国保
育協議会．
・「児童手当と児童年金」『週刊社会保障』（2月19日）．
・〈B＞『21世紀型社会保障の展望』図研。
・〈B＞『この子らを世の光に一糸賀一雄の思想と生涯一』
日本放送出版協会、
・〈B＞『儒教に学ぶ福祉の心一「言志雄録」を読む』明徳
出版社．
・社会保障構造の在り方につい
て考える有識者会議委員
（～2000年10月）
・東京都国民健康保険団体連合
会介護サービス苦情処理委員
会委員長（現在に至る）
・健康・生きがい開発財団理事
（現在に至る）
・社会福祉振興・試験センター
理事（現在に至る）
・財団法人長寿社会開発センター
理事（現在に至る）
・財団法人在宅医療助成勇美
記念財団評議員（現在に至る）
・江戸川区長期計画立案委員会
委員長（現在に至る）
・社会福祉法人浴風会理事（現
在に至る）
・Ei本障害者リハビリテーショ
ン協会「アジア太平洋障警者
の怜年」最終記念フォーラ
ム組織委員会専門職関係委員
（～2002年12月）
・講演「豊かな老後について」
21世紀の高齢社会を考える
一真に豊かな高齢社会とするた
めに（岐阜県健康長寿財団）
200t2．26．
・講演「この子らを世の光に一
糸賀一雄の思想と21世紀福
祉ビジョンー」（第39回全国
知的障警関係施設職員研究大
会、2001．9．25。）
・心労省社会保障審議会委員
（現在に至る）
・厚面省社会保障審議会統計分
科会委員（現在に至る）
・厚労省社会保障審議会福祉部
会委員（現在に至る）
・女湯嶺渡会保障審議会介護給
付費分科会臨時委員（現在に
至る）
・国立障濡者リハビリテーショ
ンセンター研究所評価委員会
委員（現在に至る）
・厚労省社会保障審議会障害者
部会長（現在に至る）
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2002 ・「介護サービスの質的向上とケアマネジメント学会の創 ・「行財政改革とこれからの社
設」『地域ケアリング』4G），2L28． 会保障・社会福祉」（第19期
・「平成14年度医療制度改革」『週刊社会保障』2183，40一 社会福祉法人役員研修講座
41、 〔西日本〕）
・「支援費制度の意義と課題」『週刊社会保障』2174，52－53． ・「障害者支援施設は今，何に
・「社会保障制度のなかでの障害者福祉の位置づけ」『週刊 取り組むべさか」（第2回支
社会保障』2169，4－5． 援費制度特別セミナー）
・「市場原理主義なるもの」『週刊社会保障』2213，50－51． ・Ei本社会福祉学会第50回記
・「社会保障をめぐる『社会市場』の概念』『週刊社会保障』 念全国大会会長（～2002年12
2192．6－47． 月）
・「ふたたび社会市場について」『週刊社会保障』2202，46一 ・内閣府新しい障害者基本計画
47。 に関する懇談会座長（～2002
・「社会福祉法人よ胸を張れ」『であい　ふれあい　めぐり 年12月）
あい』51，2－3． ・厚三省介護給付費分科会「介
・「学長として次なる数学的課題」『たけおか』（4月1日）． 護給付についての基本的考え
・「社会福祉士資格制度等の制度化と今後の課題」日本社 方」起草委員（～2002年12月）
会事業学校連盟『社会福祉士資格制度等をめぐるシンポ
ジウム報告書』，2判1．
・「地域福祉計画の意義と課題」地域福祉研究会遍『地域
福祉計画を創る』中央法規出版，45－56．
・「地域福祉計画策定の意義と課題」『月刊厚生』6．
・「支援費制度の意義」『ノーマライゼーション』2月号．
・「平成14年度医療制度改革について」『東京の国保』4
月号、
・「“健康生さがい権”の；確立」『ソウェルクラブ』（2002
年夏号）48．
・「社会福祉学の中立性について」『社会福祉研究』83，鉄
道弘済会，76－80．
・「生さがい情報士の名称の由来」『生きがい通信士通信』
6，健康・生きがい開発財団，1。
・「日本に生まれたこと」『はあ一とふる・わ～く』（「やさ
しい手」だより28），1．
・〈B＞『生協福祉の挑戦』：コープ出版．
・〈B＞『福祉社会を築く』中央法規出版．
・〈B＞『障害を抱さしめて一共生の経済学とは何か一』東
洋経済新報社．
・〈B＞『児童福祉の課題』インデックス出版
2003
2004
2005 〈B＞『介護保険改革と障害者グランドデザインー新しい社 国立社会保障・人口問題研究所
会保障の考え方』中央法規出版 所長就任
2006
☆著作集及び著作集8，9巻末の年譜に基づいて島田が作成
☆〈B＞は著書を現わす
（2005年9月7日現在）
